
奈
良
国
立
文
化
財
例
究
所
午
線

阿

伽

井

及

阿

伽

井

屋

は
じ
め
に

第
包
次
予

域
宮
跡
発
銅
調
資
で
覆
屋
の
あ
る
井
戸
が
先
制
さ
れ 、
各
方
面
に
報

道
さ
れ
た 。
そ
れ
と
煩
似
の
も
の
に
国
威
守
ハ
滋
釘
県
大
浮
市)
金
堂
西
側
の
阿
伽

井
及
び
そ
の
覆
匡
が
あ
り 、

奈
良
で
は
東
大
寺
の
も
の
が 、
お
水
取
り
行
事
と
共

に
航
る
著
名
で
あ
る 。

仏
教
辞
典
に
よ
る
と
「
阿
伽μ
と
は
「
神
聖
な
水」
と
い
う
意
味
の
仏
教
一訟
で

あ
る
こ
と
が
判
る 。

一千
城
宮
で
検
出
の
も
の
を
直
ち
に
阿
伽
井
及
び
阿
伽
井
屋
に
結
び
つ
け
て
考
え

る
の
は
適
当
で
な
い
と
忠
わ
れ
る
が 、
此
処
で
は
古
い
寺
院
に
あ
る
井
戸
と
覆
屋

と
に
つ
い
て
少
し
く
紹
介
し
て
み
よ
う 。

阿
伽
井
に
つ
い
て

東
大
寺
の
お
水
取
り
は
厳
潟、
若
狭
井
か
ら
水
を
汲
む
こ
と
が
行
事
の
中
心
を
な

(
註
1〕

し
て
い
る 。
現
在
こ
の
井
水
は
神
聖
視の
あ
ま
り
阿
伽
井
匿
の
内
部
構
造
は
部
外

者
に
は一
切
泌
密
に
さ
れ
て
い
る
が 、
そ
の
構
造
に
つ
い
て
は 、
東
大
寺
要
録
諸

院
章
第
四 、
二
月
堂
の
項
に

(
前
略)
今
聞
古
人一五 、
実
忠
和
尚 、
彼レ
始二
六
時
行
法一
時 、
二
月
修
中
初

復
之
終
議二
神
名
帳一
伊一
諸
諸
神J 、
由
蕊
渚
神 、
皆
悉
影
郷向 、
或
競テ
輿一」
福

桁- 、
或 ハ
兎げテ
為二
守
護- 、
而一一
途
敷
明
神ハ
恒
憲一一
猟
漁-
精
進
是
希ナ リ、
臨二
行
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法
之
末一 、
晩 ク
以
参
会 、
聞-
K 、
行
法一
随
喜
感
慶 ノ
堂
辺
可レ
奉レ
献一
陶
伽
水一

之
由
所二
示
告一
也 、
時ニ
有一J
黒
白
二 ノ
鵜一
忽二
穿一一
磐
石」
従二
地
中一
山
飛
居一一傍

樹一
従一
立つ
二
迩一
甘
泉
湧
川
香
水
充
満 、
則
畳コ
作
石イ
為二
悶
伽
井一 、
什失
点
湾

映 ニメ
世
早 ニモ
無レ
樹 、
彼
大
明
神ハ
在一一
若
狭
国
遠
敷
郡一 、
国
人
崇
倣日一(一
K
威

勢一
前ニ
有一一
大
川一
川
水
秤
砲

J
奔
波
涌
流 ス、
白レ
献一一
其
水一
河
末
渇
hE呼
俄
無一一

流
水一 、
是
政
俗
人
号-
7無
害弓川二五
々 、
然
則
二
月
十

二
日
復 、
至一一
後
伐 ノ
同一

練
行
衆
等
下一一
|

集
井 ノ
辺一 、
向二
彼
明
神 ノ
在
所
て
加二

持
井
水一 、
以二
十加

持
力一 、
故
其
水
盈
満 、
子レ
時
没
取テ
人ニ
香
水
瓶一
不レAn--
断
絶一
臼
余
相
反
遂

為二
故
事
二
従一一
天
平
勝
宝
之
比一 、
至一一
干
今
時一
及一一
同
百
歳一
雄レ
経二
数
百

年一
戸 、
瓶
内 ノ
香
水
浄
澄
潔

7 、
飲
者
除レ
患
身
心
無レ
悩 、
執
猶
如-
h叫…鍬…
池
八

功
徳
水一
矢 。

と
書
か
れ
て
い
て 、
そ
の
井
泉
が
2
ケ
所
か
ら
湧
出
し
て
い
る
山
来
と
作
石
で
畳

ん
だ
井
戸
側
の
構
造
と
を
明
示
し
て
い
る 。

以
上
は
東
大
寺
要
録
諸
院
章
第
四 、
一 、
二
月
堂
の
項の
抜
京
で
あ
る
が 、
こ

の
記
録
に
は
阿
伽
井
屋
の
こ
と
に
は
ふ
れ
て
い
な
い 。

奈
良
に
於
け
る
阿
伽
井
屋
で
も
う一
つ
著
名
な
の
は
秋
篠
寺
の
大
元
帥
川
玉
川

現
の
井
戸
で
あ
る 。
額
総
の
絡
抄
問
答
第
十
三
に
よ
る
と 、
土日
常
暁
師
が
秋
篠
土す

の
悶
伽
井
に
臨
ん
だ
と
き 、
水
底
に
念
怒の
形
影
が
現
じ
た .
の
を
見 、
奇
特
の
思

い
を
な
し
て
そ
の
形
を
図
絵
し
た
が 、
渡
海
入
唐
の
と
き 、
そ
の
姿
と
同
じ
の
本

尊
を
拝
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
采
印
阿
閣
梨
の
物
語
を
載
せ
て
い
る 。
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奇σr閥 、伽
弁。 ，由
来
も
平
安
時
代
初
期
否
そ
れ
以
前に
測
る
こ
と
が
知
ら

れ
る
の
で
あ
る。

現
在
の
井
戸
は、
一

辺
1
m
印
角
で
あ
る
が、

下
方
は
木
枠、

そ
の
上
に
自
然
石
を
積
み
し
つ
く
い
で
つ
め、

そ
の
上
が
切
石
の
枠、

更
に
そ
の

上
を
コ
ン
ヶ
リ
!
卜
で
塗
り
固
め
て
い
る。

深
さ
は
約
l
m
、

氏
に
は
3
佃
ぐ
ら

い
の
砂
利
が
一

面
に
敷
き
つ
め
ら
れ
て
い
る
の
が
澄
み
き
っ
た
水
を
通
し
て
見
え

る。

そ
の
東
背
後
に
も
別
に
小
さ
な
井
戸
が
あ
る
が、

ニ
れ
は
庶
民
に
水
を
汲
ま

す
た
め
の
後
世
の
設
備
で
あ

。る
寛
永
9
年
の
古
図
に
よ
る

と、

旧
境
内
の
凶
北
方
2
町

半
に
飛
地

2
8
坪
ほ
と)

が

組

あ
り、

そ
れ
を「
悶
伽
井
森」

何
と
し
て
い
る。

現
本
堂
の
背

刊
後
に
は
弁
天
池
や
園
池
の
跡

肘
が
二、
コ一
あ
る。
一

方
南
川

圏

外
の
八
所
御
霊一
神
社
に
は
霊

閃

水
が
湧
き、

金
堂
跡
南
前
面

第

に
も
井
戸
が
あ
る。

こ
れ
ら
を
結
ぶ
二、

三
の

水
脈
が
交
っ
た
と
こ
ろ
が
大

元
明
王
出
現
の
阿
伽
井
の
伎

置
な
の
で
あ
ろ
う。

こ
の
よ
う
な
清
泉
の
仏
教

阿
伽
井
及
阿
伽
ル
阪
に
つ
い、
て

的
信
仰
は
大
和
国
ば
か
り
で
は
な
い
。

山
城
国
に
も
数
々
あ
る。

中
で
も
平
安
時

代
初
期
の
開
創
と
さ
れ
て
い
る
醍
醐
土寸
に
そ
れ
が
あ
る。

醍
醐
寺
新
要
録
上
伽
監

部
准
附
堂
篇、
一

草
創
事
に

慶
延
記
云、

堂
建
立
之
由
来、

尊
師
者
貞
観
寺
僧
正
実
雅
へ
室
弟
子
也
(
中
時)

妥
以
三
朝
之
顕
現、
深
思
一

門
之
建
立、
造
守
嶺
慎
方、

白
凶
坂、

次
第

慾←在、

AH
執
金
剛
神
奉
出
之
時‘
奉
立
之
石
辺、
暫
安
息
悶
伽
井
之
許、

ト伺
白
髪
老
翁、

債
除
木
葉、

以
左
右
手、

放
水
飲
云、

阿
波
礼
醍
醐
味
哉、

忽
然
失
笑、

愛
知

化
人
之
飲
水、

尊
師
至
水
許、

御
覧
之、

水
白
地
而、

高
湧
出
為
後
見
之、

民

置
此
石
於
水
剤、

又
覧
准
限
堂
跡、

為
不
可
思
議
之
勝
地
(
下
附〉

と
あ
る。

こ
の
名
水
の
味
い
を
形
容
し
た
仏
教
語
の
「
醍
醐
味」

か
ら
こ
の
寺
の

名
を
得
た
も
の
で
あ
り、

上
限
醐
の
井
泉
の
存
在
が、

こ
の
土手
の
根
本
を
形
成
し

た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
し
よ
う。

仏
土す
の
草
創
と
阿
伽
井
と
の
関
係
は
古
く
は
近
江
国
国
城
寺
に
も
あ
る。

「
寺
門
伝
記
補
録
第
六

御
井
来
由
付
土手
号」

に
よ
る
と、

長
等
山
東
屋
一

区
在
正局、

天
知日
聖
代、

太
政
大
臣
皇
子
大
友
之
宅
地
也、

界
澗

ハゲシカラ

地
畑ゴ

形
勢
奇
絶
之
処
也、

其
間
有レ
水、

名ハ
御
井一、

水
之
為レ
体
也
不レ
例

ニプカラ
不
レ
鈍、

甘
而
且
清、

妙
目一(二
八
徳一、

冬
夏
無ご
増
減一、

実
是
無
讐
霊
水
也、

貞
観
己
卯
年
(
元)

智
祉
大
師
始
至二
子
当
山一
時、

逢-
1大
友
郁
培
かT
aMm
A一、

大
師
問レ
之日、

当
寺
題
日二
圏
域一、

更
名ニ
御
井一
者
何
也、

大
友
応
日、

伽

此
凶
醐
有レ
井、

天
智
天
武
持
統
三
皇
降
誕
之
時

把ニ
此
井
水一
以
浴ニ
玉
質一

時
俗
因
而
名
日
ニ
御
井一

億一一
此
処一
立
二
伽
監一
俗
復
以
レ
水
名レ
土寸、

呼
H
二
御

井
寺一
耳、

大
師
間レ
之
深
以
感
心、

即
復
改レ
御
為レ
三、

而
言
是
即
取
三
二
自主

浴
井
之
義一、

亦
是
取下
把ニ
此
井
水一、

以
為二
三
部
潅
頂
之
悶
伽一
遠
至一一
於
惑

尊
三
会
之
期一
之
由上
罵
耳 、
爾
来
即
以-一
三
井一
為
土手
号
也

2ì 
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と
あ
る。
(
第
1
図)

阿
伽
井
の
俗
造
を
略
述
す
る
と、

湧
泉
の
周
辺
は
自
然
形
の
石
を
組
ん
で、

あ

た
か
も
平
安
時
代
束
三
条
殿
の
千
貫
泉
や
高
陽
院
の
作
泉
の
よ
う
に
し
て
お
り、

そ
の
南
西
隅
か
ら
今
日
で
も
音
を
立
て
て
湧
出
し
て
い
る。
た
だ
北
外
側
か
ら
半

分
阿
伽
井
屋
へ
入
り
込
ん
だ
石
の
あ
る
こ
と、
東
正
面
か
ら
絡
子
戸
を
通
し
て
幌

し
め伝わ

く
と
3
個
の
石
が
釣
合
よ
く
立
て
ら
れ
て
お
り

そ
れ
に
連
注
縄
が
は
ら
れ
て
い

る。
む
か
し
北
及
南
の
水
際
に
は
似
石
風
の
も
の
で
岡
っ
て
あ
り、
こ
れ
は
立
石

と
は
う
ま
く
調
和
し
そ
う
に
な
い。

以
上
の
諸
点
か
ら
見
て、

普
か
ら
こ
の
よ
う
な
覆
屋
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
疑
問

(註2)

視
さ
れ
る
の
で
あ
る。
こ
の
ほ
か
清
泉
の
存
在
が
著
名
社
寺
草
創
に
直
後
間
後
影

響
を
与
え
て
い
る
も
の
は
全
国
に
移
し
く、

神
抵
の
名
と
な
り、

祭
紀
や
仏
教
行

事
の
称
と
な
り、

神
職
僧
侶
の
姓
名
又
は
土
地
の
名
称
と
な
っ
て
い
る
も
の
が
なタ

く、
日
本
人
が
如
何
に
清
泉
を
神
聖
視
し、
そ
の
宗
教
的
利
用
に
関
心
を
寄
せ
て

い
た
か
が
判
ろ
う。三

阿
伽
井
屋

以
上
は
清
泉
即
ち
阿
伽
井
に
つ
い
て
の
べ
た
の
で
あ
る
が、
こ
こ
で
は
そ
の
覆

屋
で
あ
る
阿
伽
井
屋
に
つ
い
て
説
明
す
る。

ま
ず
東
大
寺
阿
伽
井
屋
は
い
つ
ご
ろ
で
き、

そ
の
作
者
は
誰
な
の
か。
東
大
寺

上
院
中
過
帳
(
二
月
堂)
に
よ
る
と

(
前
附)

後
白
河
天
皇

食
堂
盤
休
施
入
珍
慶
法
印

湯
屋
阿
伽
井
屋
作
寛
秀
大
徳
練

別
当
勝
賢
前
権
僧
正

と
あ
る。
後
白
州
法
皇
は
建

久
3
年
3
月
日
日
崩
御、

勝

賢
僧
正
は
建
久
7
年
6
月
n

n
卒
去
で
あ
る
か
ら
寛
秀
の

死
は
そ
の
間
で
あ
り、

従
っ

て
藤
末
鎌
初
に
か
け
て
練
行

衆
の
一
人
で
あ
っ
た
寛
秀
に

よ
っ
て
は
じ
め
て
阿
伽
井
屋

が
建
て
ら
れ
た
も
の
と
す
る

こ
と
が
で
き
そ
う
で
あ
る。

そ
の
後
式
機
造
は、

桁
行

3
間
(
中
央
l
聞
は
8
尺、
他

は
6
尺
9
寸
5
分)
、

梁
間
2

間
(
柱
間
6
尺
5
寸)
単
層
切

妻
造、
本
瓦
葺
で
あ
る。
四

(註3)

周
の
う
ち
南
側
の
似
扉
の
出
入
口
を
除
き、

あ
と
は
全
部
板
壁
と
な
っ
て
い
る。

(
税2
国)

秋
篠
土寸
の
阿
伽
井
尾
に
つ
い
て
は、
そ
の
造
営
年
代
や
作
者
を
詳
ら
か
に
し
が

た
い
が、

秋
篠
寺
真
言
院
縁
紀二
巻
奥
書
保
延
五
己
未
歳
正
月
八
円
(
一札一
戸
時
代

書
写
本)
に
よ
る
と

(
前
略)

保
延
元
年
六
月
中

魔
風
頻一
扇
丘(
火
忽
但
町
一

山
既
成
焦
土
梢
得
以

奉
出
於
講
堂
之
尊
像
且
防
助
講
堂
一

字
放
令
達
之
於
叡
聞
便
課
於
工
匠
以
不
日

成
再
建
香
水
閣
及
修
補
本
堂
駕
然
七
堂
不
全
復
於
旧
制
也
姥
惜
失
乎
(
下
時)

と
あ
る。
こ
の
記
録
は
全
面
的
に
信
ず
る
わ
け
に
は
行
か
な
い
が、
仁
明
天
皇
の
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御
宇
〈8Ml∞怠〉
当
時
小
栗
栖
常
暁が
太
元
明
王の
尊
容
を
感
得
し 、
こ
の
阿

伽
井の
名
声
を
得
る
前
後に
お
い
て 、
その
香
水
上に
覆
屋
を
か
け
て 、
その
汚

損
を
防い
だこ
と
が
考
え
ら
れ
る 。

圏
域
寺
阿
伽
井に
覆
屋の
で
き
た
の
が
い
つ
の
頃
か
不
明
で
あ
る
が 、
泉
辺の

石
組
の
方が
先
行
す
る
こ
と
は
前に
も
のベ
た
通
り
で
あ
る 。
現
存の
も
の
は
慶

(誌4)

長
度
内
裡の
車
寄
を
移
し
て
復
興
し
た
と
も 、
或
は
金
堂の
建
立
さ
れ
た
慶
長4

年
。
呂田)
頃
に
こ
こ
で
新
築
さ
れ
た
もの
と
も
伝
えら
れ
る 。

桁
行
3
問 、
梁
間
2
問 、
柱
聞は
中
央
1
聞
は
6
尺
5

寸
他は
すべ
て
5
尺 、

単
層 、
向
唐
破
風
桧
皮
葺で
あ
る 。
角
柱で 、
唐
憾の
三
斗
を
入
れ 、
正
面
中
央

に
墓
股
を
見せ
て
い
る 。
正
面
は
格
子
戸
で
外
側
か
ら
覗
き
見るこ
と
が
で
き
る

ほ
か 、
他
は
3
方
板
壁
で
あ
る 。
背
面
を
除
き 、
欄
聞
に
花
狭
間
を
入
れ
て
い
る 。

総て
化
粧
屋
根
裏で
北
面の
小
壁
に
は
極
彩
色の
雲
紋
楽
器
な
と
の
模
様
が
美
し

阿
伽
井
屋
と
そ
の
周
辺
の
立
石
訴
と
を
見
く
らべ
る
と 、
その
石
組は
最
初か

らこ
こ
に
湧
泉の
覆
屋
を
想
定し
て
の
も
の
と
考
え
ら
れ
な
く
は
な
い
か
ら 、
覆

屋
と
共
に
周
辺の
石
組
は
か
な
り

変
更
が
あっ
た
と
せ
ざ
る
を
得
ない
よ
う
で
あ

る 。
お
そ
ら
く
上
古
三
帝の
ゆ
か
り
の
聖
泉
と
し
て 、
その
保
存の
意
味か
ら
覆

屋の
出
来
た
の
は 、
相
当
早
い
の
で
あ
ろ
う
が 、
桃
山
或は
江
戸
時
代
初
期の
覆

屋
と
は
形
状に
於て
も 、
規
模に
於
て
も
少
し

違っ
た
も
の
で
あっ
た
とみ
た
い 。

四
お
わ
り
に

は
じ
め
に
断っ
て
お
い
た
よ
う
に 、
第
幻
次
調
査
検
出の
井
戸
と
覆
屋
と
は
色

々
の
点
で
異
るの
で
あ
る
が 、
湧
出
す
る
地
点
が
平
城
宮
側
の
場
合
は
水
上
池
方

面
か
らの
浅レ
渓
谷
地
形
に
於
け
る
地
下
水
の一
露
頭
で
あ
り 、
他が
何
れ
も
丘

阿
伽
井
及
阿
伽
井
屋
に
つ
い
て

陵
箆の
湧
泉で
あ
る
こ
と 、
井
戸
枠
及
び
覆
屋に
つ
い
て
は
清
泉の
保
護の
た
め

木
製
又
は
作
石
に
よ
る
枠
を
以
て
し 、
入
口
を
除い
て
他の
3
方は
板
壁で
囲っ

て
い
る
点
な
ど
は
頗
る
類
似
し
て
い
る
の
で
あ
る 。

(
森磁・
牛川
喜幸)

註

(
1)

東
大
寺
の
阿
伽
井
及
び
阿
伽
井
屋
の
内
部
の
こ
と
が
知
り
た
く 、
寺
の
関
係
者
に
聞

き
合
わ
せ
た
とF」
ろ 、
水
は
井
戸
の
底
か
ら
も
湧
出
す
る
が
東
方
よ
り
も
少
量
流
入

す
る
もの
ら
し
い
ニ
と 、
た
だ
普
か
ら
井
戸の
水
底
が
浅
く 、
ス
ア
ク

様
の
柄
杓
で

汲
む
と
少
し
砂
が
ま
じ
る
と
い
う
こ
と
だ
け
が
判っ
た @

(
2)
「
寺
門
伝
記
補
録
御
井
来
由
付
寺
号」
の一
節

補
日
名一
御
井一
者 、
天
子
井
池
(
中
略)
是
故
天
子
所
居
之
処 、
必
有-一
御一
井一

03
 

若二
南
都一
者
累
代
宮
城 、
仙川
即
有二
数
箇
処
御
井一
也

と
あ
り
天
智
天
皇
の
山
御
井 、
光
仁
天
皇
の
籾
負
御
井 、
長
田
王
子
の
山
辺
御
井
な

と
を
あ 、
げ
更
に
延
喜
式
神
祇
泌
を
引
い
て
山
城
国
愛
宕
郡
三
井
神
社 、
大
和
国
宇
陀

郡
御
井
神
社 、
美
濃
国
多
芸
郡
御
井
神
社 、
但
馬
国
気
多
郡
御
井
神
社 、
出
雲
国
嶋

恨
郡
御
井
神
社 、
同
出
雲
郡
御
井
神
社
な
ど
が
あ
る 。
同
神
祇
部
臨
時
祭
式
に
は

みずしづめの

みかわみず

鎮
水
祭 、
御
篭
神
祭 、
御
井
祭 、
御
川
水
祭
な
と
が
あ
る 。
大
和
国
の
社
寺
で
も
霊

水
に
ち
な
み
あ
る
も
の
が
多
い 。
ま
た
清
泉
と
資
肢
の
住
房 、
別
業 、
そ
れ
ら
の
施

人
寺
院
に
関
し
て
は
学
報
第
日
冊
森
組「
寝
殿
造
系
庭
園
の
立
地
的
考
察」
に
数
多

く
の
実
例
を
挙
げ
て
い
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い 。

(
3)
写
真
で
見
る
通
り
壁
画
の
上
方
は
菱
餅
子
に
な
っ
て
い
る
が一一異
か
ら
板
が
打
ち
つ
け

て
あ
る 。

(
4)
園
以
寺
金
堂
擬
宝
珠
に
「
慶
長
四
年
十
二
月土口
辰」
と
あ
る 。
ま
た
慶
長
内
裡
中一死

和
4
5

年
頃
建
立
の
権
大
納
言
局
寝
殿
が
正
保
4
年
に
円
満
院
門
跡
に
移
建
さ
れ
て

い
る 。
ほ
と
ん
と
附
を
同
じ
く
し
て
唆
長
内
抑止
中
の
御
車
寄
が
こ
こ
に
移
さ
れ
る
可

能
性
も
な
し
と
し
な
い 。
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